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研究成果の概要（和文）：本科研では、日本人英語学習者の作文や発話データを収集・コーパス化し、コーパス分析を
行った。その結果から、日本人学習者のアウトプットは、インプットに比して、CEFRレベルでかなり低いことが明らか
になった。こうした言語使用の実態を測ることのできる新しいタイプの文法テストを開発し、その妥当性を検証した。
また、より自由度の高いテストでは、採点において、評価観点をタスクに対応させる必要が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In our research, we collected and built learner corpora of written and spoken 
English, and analyzed the data. Results showed that the CEFR level of Japanese learners’ output is much 
lower than that of their input. We developed and validated a new type of grammar test. Also we discovered 
that in the rating of more open-ended type test, it is necessary to tailor the set of criteria to the 
task type.
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１． 研究開始当初の背景 
 

 英語教育の実践は、様々な経験と勘によっ
て、成り立ってきている。実際、どのような
指導により、どのような学習が進んでいるか
は、まだまだ明らかになっていないことが多
い。 
 第 2 言語習得の習得段階研究は、様々な手
法で進められてきているが、学習者コーパス
分析は、その代表的な手法の一つである。し
かしながら、収集された学習者言語の多くは、
作文データ中心で発話データが欠けていた
り、熟達度レベルが偏っていたり、母語が偏
っていたりして、必ずしも日本人英語学習者
の実態を把握するには適切なものではなか
った。 
 また、日本においては、英語のテストが頻
繁に実施されているが、実はそれらのテスト
が英語を使用する実際の能力を測っている
のかは、疑問である。たとえば、典型的な英
語の文法テストの結果は、その文法を使用す
る能力を表しているのであろうか。第 2 言語
習 得 研究で は 、言語 の 「宣言 的 知 識
(declarative knowledge)」と「手続き的知識
(procedural knowledge)」の区別をすること
がある。Lightbown and Spada （2013）に
よれば， DeKeyser （2001, 2007）らは， 第
二言語習得を「スキル学習」になぞらえ， 言
語学習も， 他の学習と同様， 「宣言的知識」， 
つまり， 文法規則などの，持っていること
を意識している知識から始まるが，練習とと
もに，宣言的知識は「手続き的知識」，つま
り，その知識を使える能力に変わっていき， 
練習を継続することで，手続き的知識は自動
化され，学習者は宣言的知識として学習した
ことを忘れるとしている。この区別に従えば、
従来の英語テストは主に前者の「宣言的知
識」を測っていると言われている。 
 英語教育学研究においては、英語習得段階
がどのようになっているのかを明らかにし、
その発達段階と整合性のある結果を示す言
語テストの開発が必要であるとの認識に立
ち本研究課題を申請した。 
   
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，以下の４点である。 
 

(1) 英語学習者データを発達段階ごとに大量
に収集・電子化した「英語学習者コーパ
ス」をもとに，学習者の使用する語彙・
文法に関する基準特性をコーパスから系
統的に抽出すること。 

(2) 抽出した基準特性から、発達段階別の特
性分析を行い，分析結果をもとに学習者
の発達段階を特定すること。 

(3) 特定された発達段階を反映する新しいタ
イプの言語テストを開発すること。 

(4) 開発した言語テストの妥当性および信頼
性を検証すること。 

 
３．研究の方法 
 
本研究課題の研究方法について、その具体

的内容を段階ごとに記述する。 
 
(1) 日本人英語学習者の発達段階を解明す

るために、これまでの研究で欠けていた
発達段階の日本人学習者データ(作文デ
ータおよび発話データ)を集中的に収集
する。これにより、英語学習者データを
発達段階ごとに大量に収集電子化し、「日
本人英語学習者コーパス」を完成させる。
これ以外に，ケンブリッジ大学の
Cambridge ESOL （ 現 Cambridge 
English）と連携し，彼らの  English 
Profile Programme へのデータ提供と情
報交換を行う。 

(2) 英語学習者コーパスにおける英語発達段
階別のデータから、学習者の使用する語
彙・文法に関する基準特性をコーパスか
ら系統的に抽出する。これに基づいた，
「発達段階別基準特性データベース」を
構築する。このデータベース作成とレベ
ル差の関係をあらゆる方面から分析をす
る。 

(3) Ellis et al. (2009)や根岸(2010)などの先
行研究に示されたテストを参照しつつ、
「手続き的知識」を測定するためのさま
ざまなテスト手法の可能性を探る。次に、
これらのテスト手法の特性の差異を見る
ことで、測定している構成概念の違いを
同定し、最善の選択を行う。「発達段階別
基準特性データベース」の分析結果をも
とに、学習者の発達段階を特定する新し
いタイプの言語テストを開発する。ただ
し、測定する特性によって最善の手法が
異なる可能性がある。 

(4) 開発した新しいタイプの言語テストを，
想定している日本人英語学習者に対して
実施し、テスト・データを収集する。 

(5) そのテスト・データの分析結果から、テ
ストの妥当性および信頼性を検証する。
妥当性の検証に当たっては、開発された
言語テストの結果と基準特定のあり方の
整合性を調べる。 

 
４．研究成果 
 
本研究課題の主な成果は、以下の通りであ

る。 
 
(1) 【データ収集】ライティングに関しては、

中学生・高校生・大学生の作文データを
収集し、それらの書き起こしを終えた。
スピーキングに関しては、収集していた
中学生・大学生のスピーキング・テスト・
データの書き起こしを行ったが、これら
に加えて、高校生のスピーキング・テス
ト・データを最終年度に新たに収集する



ことができたために、書き起こしを行っ
た。なお、この書き起こしでは、音声と
文字を同期させる新たな書き起こしの手
法を採用した。このために、音声データ
と文字データを結びつけることが可能に
なった。 

(2) 【コーパス分析】新たに収集された、紙
ベースの作文データ及び音声データをデ
ジタル化し、コーパスを作成・分析した。
それに基づき、基準特性となる観点を抽
出すると共に、テキスト・プロファイル
を作成した。その分析結果から、日本人
英語学習者のアウトプットは、インプッ
トに比して低く、具体的には、CEFR レベ
ルで１～２程度低いことが明らかになっ
た。 
 教科書の分析に照らすと、個別の文法
事項に出会ってから、使い始めるまでに、
１，２年、文法項目によっては、それ以
上かかるということがわかった。たとえ
ば、現在完了は多くの検定教科書では中
２で出現するが、実際に学習者が自発的
に使い出すのは、ほとんどの場合が、高
等学校に入ってからである。また、関係
代名詞は中３，仮定法は高等学校の検定
教科書で出現するが、これらの文法項目
は、高校生の作文の中でも、なかなか現
れてこない。 

(3) 【テスト開発】本科研では、従来用いら
れていた多くの文法テストの結果は、現
実の言語使用を反映していないというこ
とが明らかになった。それらが測定して
いるのはいわば「宣言的知識」と呼ぶべ
き知識である。そこで、これと対立する
「手続き的知識」を測定するために、本
科研では PK (procedural knowledge) 
test が開発された。 
PK test は、従来型の文法テストと異

なり、文脈を理解し、その文脈に合った
文法形式を選択できるかどうかを見るよ
うになっている。以下は、根岸(2014, 30)
における PK Test の一例である。 
 

（Mary が父親の Chris と朝のあいさつ
をします。） 
Mary: Good morning, Dad. 
Chris: Good morning, Mary. You look 
sleepy. 
Mary: Oh, I               last night. 

（stay up / late） 
Chris: Maybe you should go to bed early 
tonight. 
 
また、音声ベースのテストでは、口頭で
の文法形式や文型の処理能力を見るよう
になっている(これらの実例は、根岸雅史
監修「スピーキング・テスト・セレクシ
ョン(DVD)」ジャパンライム株式会社に納
められている)。 
このテストを日本人英語学習者に実施

し、データを収集した上で、結果を分析
した。その結果と基準特性研究の結果を
照らし合わせ、妥当性を検証した。その
結果、概ね実際の言語使用の実態を反映
していることがわかったが、「定型表現」
に関する知識や文脈理解の困難度など、
文法知識以外の要因に影響されている項
目もあり、今後の改定の方向性を把握す
ることができた。 

(4) 【評価方法・評価観点】ライティングや
スピーキング・テストでは、使用される
文法や語彙はタスクに依存していること
が明らかになった。このため、これらの
分析的評価では、タスクに応じた評価観
点を構成した。また、このアプローチは、
診断的な機能の高いことも明らかになっ
た。 

 
これらの研究成果は、国内外の英語教育学

研究に様々なインパクトを与えた。国内では、
学校英語教育に新たなテスト方法という選
択肢をもたらした。さらに、この研究過程で、
テストの実施時期による結果の違いも明ら
かになった。つまり、指導の直後に行うテス
トの結果と時間をおいてから行うテストの
結果は、異なるケースが多く、また、そのあ
り方も言語項目により様々であるとわかっ
た。また、海外では、CEFR の基準特性研究に
様々な貢献をし、海外の文献にも引用されて
いる。 
今後は、音声言語も含めた学習者言語コー

パスの構築・拡大を行い、その分析から、英
語学習者の発達段階の全貌が明らかになっ
ていくだろう。 
新型の文法テストの結果の多くは、基準特

性の習得を反映するものとなったが、定型表
現の知識などに影響されていることも明ら
かになった。こうした現象は、当初予期して
いていたものでではなく、今後このような変
数の影響をどのように扱うかを検討する必
要がある。 
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